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義
務
教
育
学
校
の
学
力
向
上
と

今
後
の
運
営
に
つ
い
て

彌
冨　
多
久
市
の
現
在
の
学
力
は
。

答
弁　
各
市
町
の
順
位
は
公
表
さ
れ
て
お

ら
ず
、
学
力
の
位
置
を
示
す
デ
ー
タ
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
全
国
学
力
調
査
で
は
６
年

生
の
国
語
・
理
科
お
よ
び
９
年
生
の
数
学

は
県
と
同
水
準
で
し
た
が
、
６
年
生
の
算

数
は
平
均
以
下
で
し
た
。

彌
冨　
保
護
者
へ
の
家
庭
内
学
習
の
依
頼

は
。

答
弁　
家
庭
学
習
の
手
引
き
を
配
布
し
、

家
庭
内
で
の
学
習
強
化
を
保
護
者
へ
依

頼
、
ま
た
個
人
面
談
時
に
家
庭
で
の
サ

ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

彌
冨　
ス
マ
ホ
の
使
用
時
間
規
制
の
取
り

組
み
は
。

答
弁　
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
、
基
本
方
針

と
し
て
保
護
者
の
責
任
で
あ
る
と
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
学
校
と
し
て
も
道
徳
や

生
徒
指
導
の
時
間
を
活
用
し
て
、
使
い
方

や
危
険
性
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

彌
冨　
学
力
向
上
を
目
指
し
て
の
取
り
組

み
は
。

答
弁　
基
礎
学
力
の
向
上
に
向
け
て
、
令

和
７
年
度
よ
り
１
０
０
マ
ス
計
算
、
英
検

に
準
じ
た
テ
ス
ト
、
漢
字
テ
ス
ト
実
施
な

ど
で
成
果
が
表
れ
て
き
て
い
ま
す
。

彌
冨　
学
校
統
合
の
検
討
は
い
つ
か
ら
進

め
る
の
か
。

答
弁　
少
子
化
の
進
行
、
社
会
情
勢
の
変

化
を
注
視
し
、
常
に
適
正
規
模
・
適
正
配

置
の
研
究
や
統
合
計
画
の
準
備
、
委
員
会

の
設
置
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

彌 冨 博 幸 議 員

目
指
せ
、
学
力
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス

住
み
た
く
な
る
町

高
齢
者
が
イ
キ
イ
キ
と
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

坂
口　
令
和
7
年
高
齢
化
率
は
39
・
1
％

（
3
人
に
1
人
が
高
齢
者
）
と
県
内
で
も

高
い
中
、
高
齢
者
の
単
身
世
帯
数
と
高
齢

者
夫
婦
の
み
の
世
帯
数
は
。

答
弁　
令
和
2
年
高
齢
者
の
1
人
暮
ら
し

世
帯
は
1
，053


世
帯
、
高
齢
者
夫
婦

世
帯
は
901


世
帯
で
す
。

坂
口　
1
人
暮
ら
し
で
自
宅
で
亡
く
な
ら

れ
た
人
数
の
把
握
は
さ
れ
て
い
る
か
。

答
弁　
令
和
6
年
度
、
市
に
情
報
が
寄
せ

ら
れ
た
人
数
は
6
人
で
す
。

坂
口　
高
齢
者
の
孤
立
防
止
の
取
り
組
み

は
。

答
弁　
①
繋
が
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

（
高
齢
者
を
支
援
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
職
種

や
機
関
が
連
携
し
て
家
庭
訪
問
し
在
宅
生

活
を
支
援
）
②
地
域
住
民
グ
ル
ー
プ
支
援

事
業
（
訪
問
が
必
要
な
1
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
を
対
象
に
民
生
委
員
や
地
域
の
人
が

安
否
確
認
）
③
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
（
貸

与
さ
れ
た
機
器
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
消
防

署
に
つ
な
が
る
シ
ス
テ
ム
）
④
食
の
自
立

支
援
事
業
（
配
食
サ
ー
ビ
ス
）
⑤
見
守
り

シ
ー
ル
交
付
事
業
（
安
全
確
保
の
た
め
衣

類
な
ど
に
貼
る
シ
ー
ル
を
交
付
）
の
５
つ

の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

坂
口　
全
国
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
活
用
し
た
孤
立
防
止
、
高
齢
者
支
援

の
先
進
事
例
な
ど
が
あ
る
が
市
の
今
後
の

取
り
組
み
は
。

答
弁　
先
進
的
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら

研
究
を
進
め
ま
す
。

坂 口 絹 代 議 員

み
ん
な
い
つ
か
は
高
齢
者

給
食
無
償
化
に
つ
い
て

中
島　
無
償
化
の
概
要
に
つ
い
て
。

答
弁　
全
国
の
公
立
小
学
校
全
児
童
を

対
象
に
、
2026



年
度
4
月
か
ら
保

護
者
の
所
得
に
関
わ
ら
ず
全
国
一
律
5
，

200


円
を
基
準
額
と
し
て
、
子
育
て
世

代
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
、
国

が
給
食
費
を
支
援
し
ま
す
。

中
島　
不
登
校
や
弁
当
持
参
な
ど
で
、
給

食
の
無
い
児
童
の
対
応
は
。

答
弁　
対
象
児
童
に
は
、
国
の
基
準
額
を

支
援
し
ま
す
。
支
援
の
詳
細
な
方
法
は
今

後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

中
島　
独
自
支
援
と
し
て
中
学
校
（
後
期

課
程
）を
無
償
と
す
れ
ば
年
間
の
試
算
は
。

答
弁　
中
学
校
（
後
期
課
程
）
を
無
償
と

し
た
場
合
、
年
間
約
3
，000


万
円
に

な
り
ま
す
。

中
島　
中
学
校
（
後
期
課
程
）
ま
で
の
無

償
化
の
検
討
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

答
弁　
令
和
8
年
度
予
算
編
成
に
お
い

て
、
市
の
財
政
状
況
と
国
の
将
来
的
拡
大

の
見
込
み
等
々
研
究
は
行
い
ま
し
た
が
、

あ
ら
ゆ
る
軽
減
策
を
講
じ
る
こ
と
は
難
し

く
、
事
業
効
果
な
ど
を
見
定
め
て
の
事
業

決
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校
（
後
期

課
程
）無
償
化
の
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、

し
っ
か
り
受
け
止
め
関
係
各
所
で
検
討
し

て
進
め
て
い
き
ま
す
。

中
島　
義
務
教
育
9
年
間
、
小
中
一
貫
教

育
体
制
の
多
久
市
で
あ
り
、
学
校
給
食
は

教
育
的
役
割
も
あ
り
、
公
平
な
教
育
環
境

の
確
保
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

中 島 慶 子 議 員

給
食
無
償
化
ど
う
な
る
の
？

多
久
市
人
口
減
少
と
人
口
政
策
の

見
直
し
に
つ
い
て

廣
橋　
市
の
２
０
５
０
年
の
人
口
予
測
で

は
１
万
４
，５
７
５
人
で
、
一
方
で
、
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
で
は
１

万
３
０
６
人
の
人
口
予
測
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
誤
差
の
見
解
は
。

答
弁　
出
生
率
の
向
上
や
純
移
動
数
の
増

加
な
ど
各
種
施
策
を
実
施
し
、
目
標
値
に

近
づ
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

廣
橋　
こ
れ
ま
で
の
人
口
対
策
を
根
本
的

に
変
え
る
と
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　
５
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
重
点
的
に

行
い
な
が
ら
、
人
口
減
少
対
策
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
ま
た
施
策
の
成
果
の
現
状

把
握
と
今
後
の
検
討
分
析
し
な
が
ら
、
各

種
施
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

廣
橋　
長
期
の
ス
タ
ン
ス
で
若
い
人
た
ち

や
子
育
て
世
代
の
定
住
を
図
る
施
策
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

答
弁　
若
者
の
転
出
を
防
ぐ
た
め
、
奨
学

金
返
還
支
援
補
助
金
で
は
最
大
10
年
間
の

補
助
を
行
い
、
ま
た
結
婚
す
る
際
は
新
婚

世
帯
家
賃
補
助
な
ど
で
市
内
居
住
の
促
進

に
つ
な
げ
ま
す
。

廣
橋　
多
久
市
で
は
人
口
増
加
に
寄
与
す

る
よ
う
な
宅
地
開
発
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

答
弁　
今
年
２
月
よ
り
宅
地
造
成
事
業
に

関
係
す
る
課
で
定
住
政
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
を
開
催
し
協
議
し
て
い
ま
す
。

廣
橋　
定
住
促
進
に
は
働
く
場
所
が
重
要

な
要
素
に
な
る
が
、
新
た
な
工
業
団
地
の

検
討
は
。

答
弁　
本
市
の
立
地
条
件
等
の
強
み
も
踏

ま
え
、
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

廣 橋 時 則 議 員

大
規
模
宅
地
造
成
と
工
業
団
地

で
人
口
増
加
を
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